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Succession in debris deposition at the railway platform
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要旨：50年前のダム建設時に採石が行われた岩屑地に森林が成立している。本研究では，30m×16m の小プロットを設

け，植生の樹冠構造，毎木調査を行い50年間にわたる岩屑地からの植生遷移について推測した。結果では，高木層で

はニセアカシアが42本，ユビソヤナギが７本，出現率ではそれぞれ68%，12%となり，その他の樹種が19%となった。

優先種であるニセアカシアでは樹齢40年の個体が存在するが，ユビソヤナギでは樹齢25年以上，また18年以下は存在

しなかった。岩屑地ができたのが約50年前であり，そして約10年後にニセアカシアが出現し，さらに15～22年後にユ

ビソヤナギが定着したと考えられた。その後のユビソヤナギの更新はなく，ニセアカシアにおいても10年前あたりか

ら更新が抑制されている。
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Abstract: Forest was established in railway platform which was used to the rock wastes transport for the Fujiwara Dam

construction in Gunma Prefecture 50 years ago. A small plot (30m × 16m) was set up in the debris deposition, and forest

structure and tree age were investigated to clarify about the 50 years succession. Forest structure was divided into shrub layer

and tree layer. The dominant species of tree layer were black locust (Robinia pseudoacacia) and willow (Salix hukaoana), and

these number were 68% and 7%, respectively. Tree species of shrub layer were Quercus mongolica and Acer trees. The

maximum tree age of Robinia pseudoacacia was 40 years. The oldest of Salix hukaoana was 25 years and the youngest was 18

years. In the succession of this debris deposition during 50 years Robinia pseudoacacia appeared about 10 years later from the

initial debris condition and Salix hukaoana has settled in 15-22 years later from Robinia pseudoacacia. There was no update of

Salix hukaoana since then, and update was suppressed 10 years ago in Robinia pseudoacacia.
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Ⅰ はじめに

藤原ダム建設時に骨材の採取が行われた砕石斜面，そ

の周辺の搬出が行われたトロッコ用プラットホーム跡な

ど岩屑地において樹林化が進んでいる。完成時の1959年

には角レキの岩屑が広がり，草本もまばらな周氷河地形

の岩屑堆積（モレーン）に似た景観であったと想像する。

現在では先駆樹種が侵入しているが，傾斜地に存在する

連続したフラットな地形により，人為攪乱であるプラッ

トホーム跡を認識できる。

利根川源流域は関東の重要な水資源の森林を維持す

る。森林の貯水機能などに関して，長年月にわたり樹木

の成長，樹種遷移，崩壊などを考慮して評価することは

難しい。例えば，KOSUGI and KATSUYAMA(２)では松枯れ

や樹木の成長など大きなインパクトがあっても30年間の

年間水収支には際立った変化は見られなかった。また，

沼本ら（３）は航空写真を用いて崩壊後の植生回復を調

査すると森林と認識されるものの，現地調査では表層土

層の回復には至っていなかった。地上部森林の回復と崩

壊跡地の土壌の形成・回復は必ずしも一致していない。

崩壊地では周期的な土壌の集積，崩壊のサイクルを持つ

が（塚本（６）），斜面全体の土層厚の変化により貯水機

能には増減が繰り返されると考えられる。一般には土壌

がなければ貯水機能は大幅に低下すると考えられ，また

地上部の樹木が成長すれば，それに見合った地下根系部

の吸水機能も存在すると考えるのが普通である。岩屑地

からの植生遷移では，土壌保水性と保肥性が劣悪な環境

からの長期にわたる土壌化に伴う遷移と考えられる。地

上部における樹種の変化と地下部土壌化の程度が比較さ



れ，森林土壌の貯水機能の変化などを解明する必要があ

る。

調査地周辺は絶滅危惧種と考えられているユビソヤナ

ギの生息地でもあり，保全対策に関する研究が必要であ

る（菊池・鈴木（１）)。ユビソヤナギは山地渓流域の

岩屑の氾濫原に分布し，高位氾濫原，低位氾濫原ともに

生息する。ユビソヤナギの生息地で比較的自然な状態を

残している湯檜曽川河床は，川幅が広く融雪時および台

風など豪雨時に頻度高く氾濫し，このような攪乱体制が

更新には必要である（指村ら（４））。まず，本観測地は

氾濫原の植生遷移ではなく，砕石斜面下の岩屑地堆積地

（ガレ場）であり，洪水氾濫は生じることは考えにくい。

しかし，多雪地域であり，且つ，砕石跡の急傾斜斜面下

部のため，斜面より凍上・融解など質量侵食による小礫

の供給を受ける攪乱体制をもつ。調査地はフラットな地

形であるため年々生じている斜面からの土砂の供給は届

かない。また，豪雨により地表流が出現したとしても，

勾配がないので大きな掃流力は発生せず，土砂が堆積す

ることも考えにくい。そのような場所においては，現位

置の風化および土壌化により土壌が形成されていく。こ

の様な土壌化の進行が最も大きな環境改変である本調査

地において，50年間の植生遷移の関係を明らかにしてい

く。本研究は，ダム建設時にできた岩屑地を対象とし，30

ｍ ×16 ｍの小プロットを設け毎木の平面分布，樹冠構

造，樹齢，樹高，胸高直径，樹種などを調査し，植生遷

移を推定することを目的とする。

Ⅱ 方法

１．調査地 調査地は，群馬県みなかみ町にある日本

大学生物資源科学部付属みなかみ演習林内の採石跡周辺

の平坦な岩屑堆積地（150ｍ× 70ｍ）の一部である（図

－１）。図には砕石跡斜面も示した。1959 年に完成した
藤原ダムの建設時に骨材の搬出のためにできたトロッコ

用プラットホーム跡（緯度，経度：36. 81゜,139.04°）
で，標高 800 ｍあたりである。演習林周辺の年降水量
は 1,800mm 程度で，年平均気温は９℃程度，積雪は約

２ｍ程度である。周辺の森林斜面にはミズナラ・コナラ

を主とする林分とブナ林が分布する。調査地には

30m×16mの小プロットを設けた。
２．調査項目 本研究は小プロット内の毎木調査を 2012
年３月～ 12 月にかけて行った。調査項目は，樹高，胸高直
径，平面分布，樹冠投影面積である。また，優先種を同定し，

胸高直径ごとの樹齢について調べた。樹齢に関しては成長錐

を用いて測定した。

Ⅲ 結果と考察

１．毎木調査，樹高と胸高直径 調査地の小プロット

（480 ｍ２）には，胸高直径４ cm 以上の樹木が 95 本存

在した。図－２（ｃ）に樹高の頻度分布を表す。出現頻

度では 11ｍと３ｍに二つピークが存在した。すなわち，

本調査林分は上層木と下層木の２層構造が存在する。図

－２（ａ）には樹高と胸高直径の分布，図－２（ｂ）に

胸高直径の頻度分布を示す。図－２（ｂ）では胸高直径

４～６ cm に一つのピークがある頻度分布を示す。樹高

３ｍにピークを持つ下層低木では，胸高直径４～６ cm

にピークを形成しており，低木層の樹木は比較的均一な

胸高直径であった。樹高 11 ｍあたりにピークを持つ高

木層では胸高直径が 10～ 40cmと幅広く分布した。

２．平面分布 図－３に樹木の平面分布を示す。本調

査 プロット の優先 種はニセアカシア（ Robinia

pseudoacacia)，ユビソヤナギ（Salix hukaoana）であった。

ニセアカシアが 42 本，ユビソヤナギが７本，本数によ

る出現比率ではそれぞれ 69%，12%となった。この林分

はニセアカシアとユビソヤナギでほぼ構成されていると

考えられる。

図―４には高木層のみの樹冠投影図を示す。この図か

らもニセアカシアとユビソヤナギが優先している様子が

わかる。両者とも平坦面に分布するがユビソヤナギが北

東方向の砕石斜面に近い場所にあり，ニセアカシアは南

西方向の斜面から遠い場所に分布し，両者の分布が明快

に分かれていた。

図－５，６に樹種毎の樹高および胸高直径の頻度分布

を示す。図－４で見られたアカマツとハリギリは出現数

が少ないので省略した。樹高が 7.5 ｍ以下のヤナギとニ

セアカシア以外の低木を林床植生として図中に示した。

林床植生はカエデ類が卓越していた。ユビソヤナギに関

図－ 1 調査地
図中の曲線は昔の砕石斜面

Fig.1 Study site
The curve shows a bare rock slope.



しては６ｍを下回るような低木は存在せず，近年更新さ

れていないことが推測される。また，ニセアカシアに関

しては３本の低木が確認された。冠雪や強風による倒木

などでできた光環境が改善された場所に次世代の個体が

生育できたが，近年の更新は限定的でほとんど見られな

かったと考えられる。林床の低木層はミズナラやカエデ

類が多数みられる。次の大きな優先種の変化インパクト

は倒木などでニセアカシアが倒れた後に，周辺の林床低

木が伸長成長により高木層に到達することができるかに

よると考えられる。

Ⅳ まとめ

今までのことをまとめると，調査地の優先種はニセア

カシアとユビソヤナギである。50 年前にできた岩屑地

に，40 年前ニセアカシアが出現し，10 年前まで恒常的

に更新が続いた。一方，ユビソヤナギは 25～ 18年前の

間に進出してきた。ユビソヤナギの方が，ニセアカシア

よりも成長が良かった。しかし，18 年前から調査地は

氾濫により高木根系に悪影響を与え葉量が低下して林床

の光環境が改善されるなどして実生が生育せず，ユビソ

省

略

ヤナギの低木が存在しない。一方，ニセアカシアの場合

は倒木などでできた光環境の改善された場所に恒常的に

更新が行われてきた。しかし，10 年前あたりから，ニ

セアカシアの更新も抑制されてきている。また，３ｍ程

度の低木層としては，カエデ類やミズナラが侵入しつつ

あるものの，定着するかは不明である。

今後の課題として，湯檜曽川水辺林のユビソヤナギを

代表とするヤナギ類は樹齢 50 年以下のものが多い（指

村他（４），菊池・鈴木（１））。本ヤナギ群落も今後 30

年程度は生存すると考えられるが，現状が衰退傾向なの

か，あるいは成長傾向なのか調べる必要がある。また，

ニセアカシアも荒地に先駆的に侵入する樹種ではある

が，現状では衰退しているのだろうか。さらには，低木

層に出現してきたミズナラやカエデ類との遷移過程を明

らかにして，人為的な圧力でできた氾濫原に似た環境の

遷移過程を明らかにする必要があろう。これより利根川

源流域の様な水源林において，崩壊など大きな地形変化

からの植生遷移に伴う土壌の貯水機能などの形成過程と

合わせて明らかにしていく必要がある。
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